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経　過　報　告
	報 告 日 ： 平成 13年 9月 10日（月）

	主　　題 ：地中温度の測定について

	概　　要 ： 水道管埋設深度の変化に伴う地温の影響把握


経　過：　

笹原公民館より水道水の温度が高いとの問い合わせに対し9月3日（月）水曜会メンバーで会議を持ち、舗装した道路に埋設した管路を想定した地中の温度測定を実施することになった。

9月4日（火）（立会：西原）工務担当に掘削してもらい、センサーを埋設した。センサーと指示計の設定、ケーブル、電線管の手配は三井化学エンジニアリングに依頼した。

午前中から工事を始めたが舗装はできなかった。9月10日現在センサーは山砂埋戻の状態である。

≪解析≫

1 初日埋設直後にはNo1(-120Cm)の方がNo2（-90Cm）より温度が高かったが、これはダンプの山砂の上部が太陽光で熱せられていたためであった。（DATA記載なし）

2 以後はNo1(-120Cm)の方がNo2(-90Cm)より温度は下回っている。

3 ところが一貫してNo4(表面)が一番温度が低いのは山砂の湿りが原因で気化熱を奪っているからであろうと推測される。また、表面センサーは保護のためカラーコーンで覆っていることも原因

4 No3(-60Cm)は周りの地熱が伝わってきているがまだ表面の影響も受けている。よって晴天が続き、乾燥してくると温度は低い方からNo1(-120Cm),No2(-90Cm),No3(-60Cm)の順になってきている。

いずれにしても早く舗装をし（9/12予定）、また記録計を設置して24時間の連続変化を捉えるべきであろう。　　　　

以上9月10日不完全なDATAによる分析（グラフ等別紙…xls）
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センサー　　　　　　埋　設(センサーは横置)　　　　　　指　示　計

この調査工事に先立ち、14:00～15:00の間に各所の水温を測定することになったため、早鐘ポンプ場において、それまで市内配水からの強制受水を14:00～14:30としていたのを15:00～15:30に変更した。

西原
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